
長崎県対馬病院卒後臨床研修プログラムの特徴

長崎県の大離島地域は長崎方式の地域医療システ
ム・医師育成制度が構築され、地域完結型の包括医
療・ケアが行われている。卒後臨床研修制度の基本理
念である「医師としての人格の涵養」「プライマリ・
ケアの基本的な診療能力（態度・技能・知識）」を身
に付ける上で有利な地域性、社会性、地域医療システ
ムがある。
当院は、対馬の地域基幹病院として地域医療の提供、

地域救急医療の展開、住民検診、在宅医療、地域リハ
ビリテーション活動など、地域における保健・医療・
介護・福祉の統合、連携を目標に、島民医療・ケアを
実践している。この環境の中で、『全人的医療を実践
する医師』『マネージメントリーダーとしての医師』
はどのようなものなのか、考え学ぶことができる。



長崎県対馬病院

病床数 275床
・一般 222床
（HCU:8床 一般:114床 地域包括:100床）
・精神 45床
・結核 4床
・感染 4床

2015年5月17日開院
放射線治療装置（リニアッ
ク）
1.5T MRI
MD-CT 64列、80列
電子カルテ
無菌室

約
130Km

約50Km

30分

対馬病院

55分

35分

福岡的な？
韓国的な？
長崎県対馬市



研修プログラム
【必修科目】
○内科 24週研修（外来4週：毎週半日換算）
○救急科 12週研修（長崎医療センター）
○地域医療 4週研修（長崎県上対馬病院）

（外来1週、在宅医療1週）
○外科 12週研修（外来2週：毎週半日換算）
○小児科 12週研修（外来2週：毎週1日換算）
○産婦人科 8週研修
○精神科 8週研修

【病院で定めた必修科目】
○整形外科 8週研修（外来1週：毎週半日換算）

【選択科目】
○放射線科・麻酔科・眼科・耳鼻咽喉科・泌尿器科

【研修施設】 長崎県対馬病院、長崎県上対馬病院
国立病院機構長崎医療センター

地域医療に整形外科的
知識、技能は不可欠

向いている学生像
○将来の専攻分野に関係なく、症候から診断へ進むプロセス
を学びたい、疾患ではなく人を診る診療を実践したい。

○総合的に、地域に密着した、地域医療を経験したい。
○内視鏡、エコー、外科的処置など、実践的手技をたくさん
経験したい。

○検診や在宅診療など、保健・介護分野も学びたい。
○釣りが得意、国境離島で生活してみたい。

検査等 件数（治療含）

救急搬送数 1316

上部消化管内視鏡検査 4014

下部消化管内視鏡検査 745

(EMR:118 ESD:21)

心臓カテ－テル検査 279

総エコー 7834 (UCG:2227)

手術件数 947(全麻:341）

分娩件数 153



〇釣りやシーカヤックなどのマリンスポーツ、山登
りやバードウオッチングなどの
山岳レジャーが楽しめます。

〇島の自然、文化、歴史、食にどっぷりつかれます。
〇福岡市、福岡ドームまで1時間半、中洲まで1時
間余り。



常勤・非常勤の別 常勤（フルタイム会計年度任用職員）

研修手当

１年次
（基本手当：352,800円/月、賞与：なし）

２年次
（基本手当：367,500円/月、賞与：なし）

時間外手当：有（１年次、２年次とも）

休日手当：有（１年次、２年次とも）

勤務時間

基本的な勤務時間（8：30～17：15）
24時間表記

時間外勤務：有り

休暇

有給休暇（１年次：10日、２年次：11日）

夏季休暇：有り

年末年始休暇：有り

当直 ４回／月

研修医の宿舎 単身用：４戸

研修医室 ５室

社会保険・労働保険

公的医療保険（社会保険：けんぽ協会保険）

公的年金保険（厚生年金）

労働者災害補償保険法の適用：有り

雇用保険：有り

健康管理
健康診断（年２回）

医師賠償責任保険の扱い
病院賠償責任保険へ加入

個人加入：任意

外部の研修活動

学会・研究会等への参加：可能

学会・研究会等への参加費用：病院が支給す
る

研修医の処遇



対馬病院職員宿舎（病院まで徒歩3分）

お問い合わせ先 ：
長崎県対馬病院 URL:www.tsushima-hospital.jp/ 
〒817-0322 長崎県対馬市美津島町雞知乙1168番7
Tel. 0920-54-7111（代表） Fax. 0920-54-7110

統括責任者 （院 長） 八坂 貴宏
実施責任者 （内科部長） 俵 正幸
事務担当 （総務課長） 齋藤 靖
E-mail: y.saitou_tih@dance.ocn.ne.jp

“つしまやまねこ”も待ってます！


